
新型コロナウイルス対策のための規制強化（外国人の入国の一時停止措置延長：政

府通達の発出） 

 

令 和 ３ 年 １ 月 １ ５ 日 

在スラバヤ日本国総領事館 

 

●１月１４日、インドネシア政府は、外国人の渡航の一時停止に関する新たな通達を

発出し、外国人の入国の一時停止措置を２５日まで延長しました。 

●到着時に提示すべきＰＣＲ検査の陰性証明書について、「出発時刻前３ｘ２４時間

以内に検体採取されたもの」と明記されました。 

●到着後に隔離を行う政府指定ホテルのリストは、日々変更されているようです。リ

ストに掲載されているホテルでも、空港到着時、インドネシア政府新型コロナウイルス

対策ユニットから、予約済みのホテルは指定ホテルでないと指摘されるケースが生じ

ているとの情報があります。事前予約をされる場合は、予約時に、隔離施設として政

府の指定を受けているかホテル側に確認してください。 

 

1． １月１４日、インドネシア政府は、外国人の入国の一時停止措置に関し新たな通

達を発出し、同日まで実施されている外国人の入国の一時停止措置を２５日まで延

長するとしました（２８日ではない。）。 

 

2． 同通達による措置のポイントは、以下のとおりです。 

（１）１月１５日から同２５日まで、トランジットを含め、全ての国からの外国人の入国を

一時的に停止する。 

（２）入国一時停止措置は、以下の外国人には適用されない。 

ア 一時滞在許可（KITAS）保持者、定住許可（KITAP）保持者 

イ 外交滞在許可保持者、公用滞在許可保持者 

ウ 関係省庁から書面による特別の許可を得た外国人 

エ 極めて厳格な保健プロトコルの適用を受ける閣僚級以上の政府高官の公式訪問

に関連する外交査証・公用査証による訪問 

（３）全ての外国から入国する外国人及びインドネシア人は、出発時刻前３ｘ２４時間

以内に検体採取したＰＣＲ検査の陰性証明書を提示しなければならない。 

（４）入国する外国人は、到着時にＰＣＲ検査を行い、自己負担で政府指定の宿泊施

設において５日間の隔離を行った後、再びＰＣＲ検査を行わなければならず、検査結

果が陰性であれば移動が許可される。ＰＣＲ検査の結果が陽性となった場合、自己負

担で病院での治療を受ける。 

 



3． 以下の点につき、ご注意ください。 

（１）到着時に提示するＰＣＲ検査陰性証明書について、従来は「発行後３×２４時間

以内」の証明書でしたが、「出発時刻前３ｘ２４時間以内に検体採取した」証明書に変

更されました。航空会社によって求めている搭乗要件が異なる可能性がありますの

で、必要な書類の詳細については、予めご利用の航空会社に確認することをお勧め

します。 

（２）入国一時停止措置の例外として、関係省庁から書面による特別の許可を得た外

国人が追加されていますが、在インドネシア日本国大使館が確認したところ、これ

は、災害対応等緊急・特殊事案に対応するために入国を要する者が対象との説明を

受けています。 

（３）到着後２回目のＰＣＲ検査の結果が陰性であっても、ホテルでの５日間の隔離を

含め到着日から１４日間は自主隔離とされています。 

（４）到着後に隔離を行う政府指定ホテルのリストは、日々変更されているようです。

当館で承知しているホテルリストは、当館領事メール（ https://www.surabaya.id.emb-

japan.go.jp/files/100130370.pdf 及び https://www.surabaya.id.emb-

japan.go.jp/files/100135112.pdf ）にてお知らせしていますが、必ずしもこの限りでは

ない可能性があります。リストに掲載されているホテルでも、空港到着時、インドネシ

ア政府新型コロナウイルス対策ユニットから、予約済みのホテルは指定ホテルでない

と指摘されるケースが生じているとの情報があります。事前予約する場合は、予約時

に、隔離施設として政府の指定を受けているかホテル側に確認してください。 

 

4． インドネシアにおける新型コロナウイルス対策のための措置は、突然変更される

可能性があります。当館としては、邦人の皆様が不測のトラブルに巻き込まれること

がないよう、できるだけ速やかな情報のアップデートに努めていますが、邦人の皆様

におかれても最新の関連情報の入手に努めてください。（了） 


